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沖縄での米兵による少女・女性性暴力事件に抗議し、地位協定の抜本改正を求める署名

●沖縄海兵隊員によって起された、女子中学生への性暴力事件に抗議し、日米地位協定の抜本的改正を求めるために、平和フォーラムは緊急署名活動を始めました。ご協力をお願いします。詳細は下記の通りです。

○署名期間：３月１０日（月）から５月２０日まで

○締め切り：５月２０日（火）までに、平和フォーラム宛に発送してください。

○送付先　：フォーラム平和・人権・環境

　　　　　　郵便１０１－００６２

　　　　　　東京都千代田区神田駿河台３－２－１１　総評会館１階

　　　　　　電話０３－５２８９－８２２２
○提出先　：衆参両院議長

○注　意　：①現在開かれている国会は、６月１５日が閉会日です。そのため、請願署名の提出期限は６月６日（金）頃になります。フォーラムへの発送は、早めにお願いします。

②署名は自筆のものを、郵送で送ってください。コピーしたもの、またＦＡＸで送られたものは、受け付けてもらえません。

沖縄での米兵による少女・女性性暴力事件に抗議し、

地位協定の抜本改正を求める署名

趣旨

　沖縄県で２月１０日夜、米海兵隊兵士が女子中学生に性暴力を加える事件が発生しました。また２月１８日にも、米陸軍兵士によるフィリピン人女性への性暴力事件が起きました。私たちは、米軍兵士によって繰り返される性暴力事件を、決して許すことはできません。

　こうした事件が起きるたびに、日本政府は「遺憾の意」を表明し、米国政府は「綱紀の粛正」を口にしてきました。しかし沖縄県内だけでも、毎年１件以上の米軍兵士による性暴力事件が発生している現実を見れば、日米両国政府の反省や謝罪が、口先だけであることは明らかです。

　私たちは、米軍兵士による犯罪が多発する原因が、市民の人権よりも日米安保を優先する日本国政府の姿勢と、米軍兵士に対して特権を認めた日米地位協定にあると考えます。今回の事件を受けて、沖縄県議会や各市町村議会は地位協定の改定を求めています。しかし福田内閣は地位協定の改定には消極的で、運用改善で乗り切ろうとしています。また犯罪再発防止策も、米国まかせです。

　私たちは、米軍兵士犯罪への対処を、日本政府にゆだねることはできません。私たちは、国権の最高機関である国会に、米軍兵士犯罪への対処を求め、以下の項目を要請します。

要請事項

１．日米両国政府に対して、性暴力の被害を受けた少女・女性の心と身体の回復に十分配慮し、謝罪と補償をすみやかに行うよう求めること。

２．米軍当局に対して、今回の事件を綱紀粛正や米兵の外出禁止で終わらせることなく米軍責任者の人事的な処分を求めること。

３．米兵による少女・女性への性暴力に抗議する、国会決議を行うこと。

４．日米地位協定の抜本的な改正を行うこと。

５．沖縄をはじめとした在日米軍基地の即時の縮小・撤去を行うこと。

以上

沖縄での米兵による少女・女性性暴力事件に抗議し、地位協定の抜本改正を求める署名

衆議院議長　　河野洋平　様

参議院議長　　江田五月　様

紹介議員　　　　　　　

請願者
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東京都千代田区神田駿河台3-2-11
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電話03-5289-8222　　FAX03-5289-8223
	


